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小 豆白小豆小豆の花

あん粒子は、小豆やいん
げん豆などでんぷんが多い
豆類を加熱するとできる特
有の成分で、タンパク質の
膜がでんぷんを包み込んだ
粒子です。食物繊維の量が
乾燥豆のときより大幅に増
加する特性があり、消化さ
れにくく食物繊維と同様に
働きます。脂質代謝、腸内
免疫作用の改善など健康効
果が期待されています。

イラスト：服部新一郎
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日本では、縄文時代から古墳時代前期ま
で、遺跡から小豆の炭化種子が発見されて
います。小豆の名は、奈良時代初期の『古
事記』に初めて登場します。中国に始まり、
朝鮮半島を経て日本に
伝えられたとされる習
俗では、小豆の赤色
に魔よけなどの神秘
的な力があると
信じられ、行事
や儀式などに供
されてきました。

健康効果が期待できる「あん粒子」
軸 雫宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍

歴史に見る小豆と日本人の関わり
軸 雫宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍

特集
毎 日 の 食 卓 に!

小豆大研究
日本人に最もなじみのある豆の一つ、小豆。
低脂肪で高タンパク質、ヘルシーな上に
不足しがちな栄養素を豊富に含む、

魅力的な食材です。
毎日の食事にぜひ取り入れたいですね。

ゆでてあん粒子化した
金時豆の細胞
（顕微鏡写真）

糊化したでんぷん 細胞壁

タンパク質の皮膜

※細胞の構造がはっきり分かるよう、
でんぷん粒を彩色して撮影
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小豆とエビのマリネ
［ 材料（4人分）］

小豆（下ゆでした物）・・・１００ｇ（乾燥豆で約４５ｇ）
むきエビ………………………………２００ｇ
カリフラワー………………１/２個（２００ｇ）
白ワイン………………………大さじ１

Ａ 塩………………………… 小さじ１/４
こしょう……………………………少々

オリーブ油……………………大さじ２
粒マスタード…………大さじ１・１/２

Ｂ 酢………………………………小さじ２
ニンニク（すりおろす）、塩…各小さじ１/２
粗びき黒こしょう…………………少々

［ 作り方 ］
①エビは背に切り込みを入れてわた
を除き、片栗粉適量（材料外）をも
み込み、水洗いする。水気を拭い
てＡを絡める。カリフラワーは小
房に分ける。

②耐熱ボウルにエビとカリフラワー
を入れ、ふんわりラップをして電
子レンジ（６００W）で５分ほど加熱し
水気を切る。

③②に小豆を入れ、合わせたＢを加
えてあえる。

取材協力・監修
公益財団法人 日本豆類協会：https://www,mame.or.jp/

新感覚で小豆をもっと料理に取り入れてみましょう。
小豆の風味や食感が楽しめるレシピをご紹介します。

１さっと洗った小豆を鍋に入れ、たっぷりの水で強火にかける。しばらく沸騰させてからざるにあげてゆで汁を捨てる。
２小豆を鍋に戻し、新しい水をたっぷり注いで再び強火にかける。あくを取り除き、沸騰したら弱火にし、小豆が踊らないように落と
しぶたをして３０～４０分ほどゆでる。途中、様子を見て、ゆで汁が少なくなったら差し水をして小豆が水面から出ないようにする。

３軟らかくなったらゆで上がり。 このページで紹介したレシピは小豆を下ゆでして使います。

…
…

…
…

…
…

…
…まずは

下ごしらえ！

小豆のゆで方

小豆入り豆腐つくね
［ 材料（4人分）］

小豆（下ゆでした物）…１００ｇ（乾燥豆で４０ｇ）
鶏ひき肉………………………………３００ｇ
木綿豆腐………………………………２００ｇ
長ネギ……………………………… １/２本
片栗粉…………………………大さじ２
料理酒…………………………小さじ２

Ａ ショウガ（すりおろす）………小さじ１
塩………………………… 小さじ１/２
黒こしょう…………………………少々

サラダ油……………………… 大さじ１/２
水菜………………………………………６０ｇ
ダイコン………………………………３００ｇ
ポン酢………………………………大さじ２

［ 作り方 ］
①ダイコンは皮をむいてすりおろ
し、軽く水気を切っておく。

②長ネギはみじん切りにする。

③水菜は根元を切り落とし５cm幅
に切る。

④木綿豆腐を水切りする。

⑤ボウルに鶏ひき肉、②、④、Ａを入
れよく練り混ぜる。よく混ざった
ところで小豆を入れ軽く混ぜ、８
等分にして小判形にする。

⑥中火で熱したフライパンにサラダ
油をひき、⑤を入れて焼く。焼き
色が付いたら裏返してふたをし、
弱火で５分蒸し焼きにし中まで火
が通ったら火から下ろす。

⑦③を敷いた器に⑥を盛り付け、①
とポン酢を添えて完成。

小豆入り肉みその
サラダうどん
［ 材料（4人分）］

小豆（下ゆでした物）・・・２５０ｇ（乾燥豆で１００ｇ）
豚ひき肉………………………………２５０ｇ
ニンジン…………………………………８０ｇ
長ネギ……………………………… １/２本
ニンニク…………………………………１片
サラダ油……………………………大さじ１
しょうゆ……………………………小さじ１
水…………………… １カップ（２００ml）

Ａ みそ……………………………大さじ３
酒………………………………大さじ２
みりん…………………………大さじ１

うどん（乾燥）…………………………３２０ｇ
サニーレタス………………… ８枚（２００ｇ）
かい割れ菜（半分に切る）………………６０ｇ
温泉卵……………………………………４個

［ 作り方 ］
①ニンジン、長ネギ、ニンニクをそ
れぞれみじん切りにする。

②フライパンにサラダ油とニンニク
を入れて中火にかけ、豚ひき肉、小
豆、ニンジンを順に加えて炒める。
Ａを加えて弱火で１０分ほど煮込む。
長ネギを加えて中火で煮詰め、し
ょうゆを加える。

③うどんはゆでて流水で洗い、水気
を切る。サニーレタスは細切りに
し、かい割れ菜、うどんと共に器に
盛り、②をかけて温泉卵をのせる。
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グリーンひろば読者･組合員優先期間です。

『花に触れる機会を増やそう！』をモットーに、高知市内のお花屋さんを講師に招いてフラワーアレンジメン

ト教室を開催します。全１０回の開催を予定しており、今月号では第７回〜第８回までの参加者を募集します

（お申込みは先着順です。定員に達しだい受付終了となりますので予めご了承ください）。

※当日はマスクの着用、検温にご協力くださいませ。

■申込開始日時
令和３年１０月２６日（火）９：００〜

■開催日程
（参加費：①１人５００円、②１組５００円）
①【第７回】 令和３年１１月２６日（金）１８：００〜１９：３０
「クリスマスアレンジ」大人向け（定員１５人）
②【第８回】 令和３年１２月４日（土）１４：００〜１６：００
「親子で楽しむクリスマスリース」親子向け（定員１２組）

■会場
①オーテピア ４階 研修室
②かるぽーと ９階 特別学習室

■お申込先
ＪＡ高知市 販売課 （担当：岡上）
ＴＥＬ ０８８−８８３−６６３３（平日 ９：００〜１６：００）

「フラワーアレンジメント教室」の参加者を募集しま「フラワーアレンジメント教室」の参加者を募集しますす

（写真はイメージです）
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高知市役所 資産税課・市民税課からのお知らせ

皆さんが税務署へ所得税（法人税）の申告をする際には、必要経費としてビニールハウスやト
ラクタ、田植機、耕運機、運搬車、保冷庫などといった農業用の資産を計上されていると思いま
す。
この農業用の資産に、固定資産税や軽自動車税がかかることをご存じですか？

固定資産税

固定資産税の課税対象には、「土地」「家屋」「償却資産」の３つがあります。
「償却資産」を簡単に説明すると、「土地・家屋以外の事業用の資産で、自動車税・軽自動
車税のかかるものを除いたもの」となります。
言い換えると、土地・建物以外の農業用の資産で、ビビニールハウスニールハウスや自走式の耕運機・噴や自走式の耕運機・噴
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霧器などが例に挙げられます。
この農業用の資産は、過去に「農業ハウス課税」について新聞報道でも

取り上げられたので、ご記憶にある方もいらっしゃるかもしれません。
償却資産には土地や家屋のように登記制度がありません。そのため、償
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却資産の所有者には、地方税法により申告の義務が課せられており、その
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申告をもとに課税される仕組みとなっています。
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償却資産について詳細を解説したチラシを折り込みさせていただいて
おりますので、詳しくはそちらをご覧ください。

軽自動車税

軽自動車税の課税対象には、大きく分けて「軽自
動車」「小型特殊自動車」があり、軽トラック軽トラックは「軽
自動車」、乗用型の農耕トラクタやコンバイン・田乗用型の農耕トラクタやコンバイン・田植
機などは農耕作業用の「小型特殊自動車」に分類さ
れます。

軽自動車税は車両を所有していることに対して課
税されるものなので、公道の走行の有無にかかわら
ず、ナンバープレートが付いていない車両を所有し
ている方は申告が必要となります。

また、小型特殊自動車を買い換え、廃車する場合も申告が必要です。

適正な課税のため、高知市内に農業用の資産をお持ちの方は申告をお願いします。

高知市役所 資産税課 償却資産係 823−9424
市民税課 第三市民税係（軽自動車税） 823−9423

農業用の資産には税金がかかります

高知市

い１２３４
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ソ
ラ
マ
メ
は
サ
ヤ
が
上
向
き
に
付
く
の
で

空
豆
ỏ
サ
ヤ
の
形
が
蚕
の
繭
に
似
て
い
る
の

で
蚕
豆
と
も
書
き
ま
す
Ố
タ
ン
パ
ク
質
と
糖

質
が
主
な
成
分
で
ỏ
代
謝
を
円
滑
に
す
る
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
群
や
高
血
圧
予
防
に
効
果
的
な
カ

リ
ウ
ム
ỏ
貧
血
を
予
防
す
る
鉄
分
な
ど
の
ミ

ネ
ラ
ル
が
豊
富
で
す
Ố

ở
品
種
Ỡủ
陵
西
一
寸
Ứớ
み
か
ど
協
和
Ờỏ

ủ
仁
徳
一
寸
Ứớ
タ
キ
イ
種
苗
Ờỏủ
打
越
一

寸
Ứớ
サ
カ
タ
の
タ
ネ
Ờ
な
ど
Ố

ở
畑
の
準
備
Ỡ
種
ま
き
２
週
間
前
に
畑
１
平

方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰
１００
ｇ
を
全
面
に
施

し
ỏ
土
と
よ
く
混
ぜ
て
お
き
ま
す
Ố
次
に
ỏ

１
週
間
前
に
畝
幅
１２０
㎝
を
取
り
ỏ
深
さ

１２０

２０
㎝

の
溝
を
掘
り
ỏ
こ
の
溝
１
ｍ
当
た
り
化
成
肥

料
ớ
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
１０
％
Ờ

１０

１００
ｇ
ớ
窒
素
成

分
で
１０
ｇ
Ờ
と
堆
肥
１
㎏
を
入
れ
ỏ
土
と
よ

く
混
ぜ
て
幅
４０
Ỗ
４０

５０
㎝
の
栽
培
床
を
作
り
ま

す
ớ
図
１
ỜỐ

ở
種
ま
き
と
育
苗
Ỡ
温
暖
地
で
は
１０
月
中
旬

Ỗ
１１
月
上
旬
が
適
期
で
ỏ
早
ま
き
し
て
年
内

に
生
育
が
進
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
Ố
じ
か
ま
き
は
ỏ
株
間
４０
㎝
程

度
ỏ
種
の
黒
い
筋
ớ
お
は
ぐ
ろ
Ờ
を
斜
め
下

に
浅
く
差
し
込
ん
で
種
の
一
部
が
わ
ず
か
に

見
え
る
程
度
に
１
カ
所
２
粒
を
ま
き
ま
す

ớ
図
２
ỜỐ
発
芽
が
そ
ろ
ỳ
た
ら
ỏ
１
本
を

残
し
て
間
引
き
ま
す
Ố
育
苗
す
る
場
合
は
ỏ

ポ
ỽ
ト
に
１
粒
を
ま
き
ỏ
本
葉
２
枚
の
頃
に

畑
へ
植
え
付
け
ま
す
Ố
寒
い
地
域
で
は
冬
の

間
ỏ
寒
冷
紗
ớ
し
Ỵ
Ờ
の
ト
ン
ネ
ル

掛
け
で
ỏ
霜
よ
け
を
す
る
と
良
い
で

し
Ỷ
う
Ố

ở
追
肥
と
土
寄
せ
Ỡ
春
先
に
生
育
の

勢
い
が
良
く
な
り
始
め
た
こ
ろ
と
開

花
始
め
こ
ろ
に
化
成
肥
料
を
畝
１
ｍ

当
た
り
３０
ｇ
程
度
ớ
窒
素
成
分
で
３

ｇ
Ờ
追
肥
し
ま
す
Ố
追
肥
後
は
株
元

に
土
寄
せ
を
し
ま
す
ớ
図
３
ỜỐ

ở
支
柱
立
て
と
整
枝
Ỡ
早
春
か
ら
生

育
が
盛
ん
に
な
り
ỏ
１０
本
程
度
の
側

枝
が
出
て
く
る
の
で
ỏ
太
い
枝
を

６
ỏ
７
本
残
す
よ
う
に
細
い
枝
を
切

り
取
り
ま
す
Ố
そ
し
て
ỏ
株
の
中
に

土
入
れ
し
ỏ
株
の
両
側
に
テ
ồ
プ
を

張
り
ỏ
倒
伏
を
防
ぎ
ま
す
Ố

ở
病
害
虫
の
防
除
Ỡ
春
に
な
る
と
ア

ブ
ラ
ム
シ
が
飛
来
し
ỏ
新
葉
に
群
生

し
ま
す
Ố
先
端
を
２０
㎝
程
度
切
り
取

ỳ
て
お
く
と
ỏ
倒
伏
の
防
止
に
も
な

り
ま
す
Ố

ở
収
穫
Ỡ
サ
ヤ
が
重
み
で
下
が
り
ỏ

光
沢
が
出

て
黒
い
斑

点
が
現
れ
ỏ

背
筋
が
黒

く
変
色
す

る
こ
ろ
が

収
穫
適
期

で
す
Ố

ソ
ラ
マメ
マメ
科
野
菜
の
連
作
を
避
け
る

あ
な
た
も
チ
Ỿ
レ
ン
ジ
！

家
庭
菜
園

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

… …………………………………………………………………………………………

… ……………………………………………………………………

30cm
20cm

図２ 種まき

図３ 土寄せ

40cm

畝幅120cm

種の一部がわずかに
見える程度にまく

40〜50cm

ご注文は各支所窓口まで

JAの家庭雑誌

家の光
《特集１》
コロナの時代の食農教育
困難を乗り越えるために、新たな取り
組みのヒントを探ります。

《特集２》
味も香りも抜群！
旬のキノコを食べ尽くす！
シイタケ、マイタケ、シメジなど、秋のキノコ
三昧の料理を紹介します。

《特集３》
揚げずにおいしい
ヘルシードーナツ
野菜などを入れて、焼いてできるドーナツを
作ってみませんか。

みどころチェック！

11月号
定価629円
（税込み）

図１ 畑の準備



永
井
智
一ớ
な
が
い・と
も
か
ず
Ờ

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

ủ
天
晴ớ
旧
キ
ỽ
チ
ン
晴
人
ỜỨ

オ
ồ
ナ
ồ
シ
ỻ
フ

シ
ỻ
フ
永
井
の
お
す
す
め

シ
ỻ
フ
永
井
の
お
す
す
め

グリーンひろば１０月号 ８

作り方

❶オーブン（トースターでも可）を熱し、イチジク、サツマイモ、マイタ
ケを焼き上げる。

❷器に梨、焼き上げたイチジク、サツマイモ、マイタケ、生ハムを彩り
よく盛り付け、エキストラバージンオリーブ油、レモン汁を回し掛け、
岩塩を振りハーブ類を散らして出来上がり。

作り方

❶フライパンにサラダ油を熱し、小麦粉をはたいた秋サケを中火で両
面焼き、白ワインを入れ、いったん火を止める。

❷①のフライパンにバター、カボチャ、サツマイモ、シメジ、生クリー
ム、砂糖を入れ、弱火にして塩・こしょうをして１０分ほど煮込む。

❸ソースがとろりとしてきたら器に盛り付け、モロッコインゲンを添え、
イクラをかけて出来上がり。

慨
梨
と
イ
チ
ジ
ク
の

サ
ラ
ダ

慨

慨
秋
サ
ケ
の

ク
リ
ồ
ム
ソ
ồ
ス

慨

材料（4人分）

梨（くし切りで１/８にカットし塩水に漬けておく）
…………………………………１個
イチジク（半切り）……………２本
サツマイモ（乱切りして蒸しておく）
…………………………………１本
マイタケ…………………１パック
生ハム……………………１パック
ハーブ類………………………適宜
エキストラバージンオリーブ油…適宜
レモン汁 ………………１/２個分
岩塩……………………………適宜

材料（4人分）

秋サケ…………………切身４切れ
カボチャ（乱切りして蒸したもの）
……………………………１/８個
サツマイモ（乱切りして蒸したもの）
…………………………………１本
シメジ（小房にばらしておく）
……………………………１パック
モロッコインゲン（3㎝幅に切りゆ
でておく）……………………２本
イクラ……………………大さじ２
生クリーム（乳脂肪分４３％程度のもの）
………………………………２００ml
白ワイン…………………大さじ２
砂糖………………………小さじ１
塩・こしょう…………………適宜
小麦粉…………………………少々
サラダ油…………………小さじ１
バター……………………小さじ１
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ủ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
身
近
な
こ
と
か
ら
Ứ

エ
ス
デ
ỹ
ồ
ジ
ồ
ズ

今
年
も
は
や

月
Ố
昨
年
よ
り
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
ỏ
ほ
と

ん
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
が
中
止
・
延
期

と
な
ỳ
て
き
ま
し
た
Ố
ワ
ク
チ
ン
接
種
も

始
ま
り
ỏ
こ
れ
か
ら
普
通
の
生
活
に
戻
れ

る
の
か
な
と
思
ỳ
て
い
た
矢
先
ỏ
今
度
は

変
異
株
で
あ
る
ủ
デ
ル
タ
株
Ứ
の
影
響
で

感
染
急
拡
大
と
な
り
ỏ
今
ま
で
以
上
に
心

配
な
状
況
に
な
ỳ
て
い
ま
す
Ố
９
月

日

に
イ
オ
ン
モ
ồ
ル
で
行
う
予
定
だ
ỳ
た

ủ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
イ
ベ
ン
ト
Ứ
も
中

止
と
な
り
ま
し
た
Ố
残
念
で
し
た
が
仕
方

が
な
い
ỏ
命
が
大
事
で
す
も
の
ね
Ố

と
こ
ろ
で
ỏ
最
近
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
言

葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
Ố
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は

ủ
持
続
可
能
な
開
発
目
標
Ứ
の
こ
と
で
す
Ố

２
０
１
５
年
の
国
連
で
開
か
れ
た
サ
ミ
ỽ

ト
の
中
で
世
界
の
リ
ồ
ダ
ồ
に
よ
ỳ
て
決

め
ら
れ
た
ỏ
国
際
社
会
共
通
の
目
標
で

す
Ố
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
３
０
年
の

年
間
で

の
目
標
を
達
成
す
る
と
決
め
た

ん
で
す
Ốứ
持
続
可
能
Ừ
と
い
う
の
は
ỏ
も

と
も
と
ứ
今
だ
け
で
は
な
く
ず
ỳ
と
続
け

て
い
け
る
こ
と
Ừ
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
Ố
経
済
や
環
境
ỏ
社
会
や
制
度
の
シ
ス

テ
ム
が
う
ま
く
働
い
て
ỏ
未
来
が
豊
か
で

幸
せ
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を

１０

１９
１５

１７

意
味
し
て
る
ん
だ
そ
う
で
す
Ốứ
開
発
Ừ
と

い
う
の
は
ỏ
今
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を

解
決
し
て
ỏ
み
ん
な
が
安
心
し
て
満
足
し

た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う

こ
と
Ố
貧
し
い
人
や
お
な
か
を
す
か
せ
た

人
が
い
な
く
な
る
ỏ
健
康
で
長
生
き
が
で

き
る
ỏ
き
ち
ん
と
教
育
が
受
け
ら
れ
る
ỏ

差
別
さ
れ
ず
に
平
等
が
守
ら
れ
る
な
ど
ỏ

ま
だ
ま
だ
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
Ố
つ
ま
り
ỏ

持
続
可
能
な
開
発
と
い
う
の
は
ủ
私
た
ち

の
暮
ら
し
や
地
球
を
守
り
な
が
ら
ỏ
い
ろ

い
ろ
な
問
題
を
解
決
し
て
豊
か
で
幸
せ
な

未
来
を
つ
く
る
Ứ
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
そ

う
で
す
Ố
ま
ず
は
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

な
ん
だ
ろ
う
？
と
ỏ
自
分
事
と
し
て
考
え

て
み
る
こ
と
が
大
事
で
す
Ố
プ
ラ
ご
み
を

出
さ
な
い
よ
う
に
マ
イ
ボ
ト
ル
や
マ
イ
バ

ỽ
グ
を
持
ち
歩
く
と
か
ỏ
食
材
は
地
産
地

消
を
心
が
け
る
と
か
ỏ
フ
ồ
ド
ロ
ス
を
減

ら
す
な
ど
ỏ
毎
日
の
生
活
の
中
で
も
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
Ố

２
０
３
０
年
ま
で
に
目
標
の
達
成
を
目

指
し
て
ỏ
自

分
な
り
に
で

き
る
身
近
な

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

考
え
て
い
き

ま
し
Ỷ
う
Ố

ủ
い
ỳ
ぱ
い
な
あ
れ
Ứ

城
北
支
部
ỏ
部
長
の
井
上
幸
史
朗
で

す
Ố
当
支
部
に
は
２８
人
の
部
員
が
所
属

し
ỏ
各
戸
で
土
地
柄
に
合
わ
せ
て
様
々
な

農
作
物
を
栽
培
し
て
い
ま
す
Ố

そ
れ
ぞ
れ
生
産
物
や
出
荷
方
法
が
大
き

く
違
う
こ
と
も
あ
り
ỏ
普
段
の
営
農
活
動

で
他
の
農
家
さ
ん
と
の
接
点
が
や
や
少
な

い
の
も
ỏ
当
支
部
の
特
徴
的
な
所
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
Ố
そ
の
た
め
ỏ
青
壮

年
部
活
動
は
他
の
農
家
さ
ん
と
の
交
流
が

深
ま
る
良
い
機
会
と
な
ỳ
て
い
ま
す
Ố

当
支
部
で
は
ỏ
初
月
小
学
校
で
の
夏
祭

り
や
ỏ
秦
・
初
月
支
所
で
開
催
さ
れ
る
ủ
支

所
祭
Ứ
へ
の
屋
台
の
出
店
を
ベ
ồ
ス
に
ỏ

両
小
学
校
で
の
食
育
活
動
を
行
ỳ
て
い
ま

す
Ố
９
月
中
旬
に
は
初
月
小
学
校
２
年

生
ỏ
ひ
ま
わ
り
ớ
養
護
Ờ
学
級
の
生
徒
さ

ん
と
ジ
Ỿ
ガ
イ
モ
の
定
植
を
行
い
ま
し

た
Ố
時
期
的
に
ỏ
例
年
天
候
不
良
で
延

期
に
な
ỳ
た
り
ỏ
ぬ
か
る
ん
だ
畑
で
往
生

し
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
ỏ
今

年
は
雨
の
合
間
に
ぬ
か
る
程
で
も
な
い
ベ

タ
ồ
な
コ
ン
デ
ỹ
シ
ἀ
ン
の
も
と
定
植
が

で
き
ま
し
た
Ố
そ
の
日
の
午
後
に
は
雨
も

降
り
出
し
て
い
た
の
で
ỏ
グ
ỽ
ト
タ
イ
ミ

ン
グ
！

今
年
は
種
芋
の
質
も
良
く
ỏ
数

量
も
ピ
ỽ
タ
リ
！
ớ
キ
ロ
で
買
う
の
で
数

や
サ
イ
ズ
も
ま
ち
ま
ち
で
ỏ
延
期
が
続
く

と
状
態
も
悪
く
な
る
の
で
す
ộ
Ờ
と
ỏ
と

て
も
強
運
に
恵
ま
れ
た
食
育
活
動
で
し

た
Ố子

ど
も
た
ち
が
精
い
ỳ
ぱ
い
の
力
で
穴

を
掘
り
ỏ
一
心
不
乱
に
種
芋
を
埋
め
て
い

く
様
子
に
は
ỏ
教
え
な
が
ら
ほ
ỳ
こ
り
と

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
Ố
今
回
定
植
し
た
ジ
Ỿ

ガ
イ
モ
は
１２
月
に
収
穫
予
定
で
す
Ố

さ
あ
ỏ
子
ど
も
た
ち
を
と
び
き
り
の
笑

顔
に
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
ứ
お
い
し
い
ジ

Ỿ
ガ
イ
モ
い
ỳ
ぱ
い
な
Ữ
れ
！
ỪỐ

次
は
一
宮
支
部
で
す
Ố
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
Ố

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
R
E
P
O
R
T

青
壮
年
部
城
北
支
部

井
上
幸
史
朗

き
ら
き
ら
女
性
部

女
性
部
部
長

田
内

由
美
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手
軽
に
健
康

手
指
体
操

手
を
結
ん
で
開
い
て
ỏ
を
繰
り
返
す

グ
ồ
パ
ồ
体
操
は
ỏ
脳
を
活
性
化
す
る
手

軽
な
体
操
と
し
て
認
知
症
予
防
や
介
護
予

防
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ồ
ン
で
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
ま
す
Ố
親
指
を
し
ỳ
か
り
握
る

こ
と
は
ỏ
東
洋
医
学
で
は
全
身
に
エ
ネ
ル

ギ
ồ
を
送
り
込
む
と
い
わ
れ
ỏ
健
康
維
持

に
も
効
果
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
Ố

グ
ồ
に
は
ỏ
親
指
を
手
の
ひ
ら
の
中
に

入
れ
る
場
合
と
親
指
を
外
に
出
す
場
合
が

あ
り
ỏ
グ
ồ
の
握
り
方
に
変
化
を
与
え
る

こ
と
で
左
右
の
脳
を
使
い
分
け
る
運
動
に

な
り
ま
す
Ố
ス
テ
ỽ
プ
１
で
ベ
ồ
シ
ỽ
ク

な
グ
ồ
パ
ồ
体
操
を
行
い
ỏ
慣
れ
て
き
た

ら
ス
テ
ỽ
プ
２
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
Ỷ

う
Ố 健

康
生
活
研
究
所
所
長
●
堤

喜
久
雄

親
指
グ
ồ
パ
ồ
で
巡
り
も
脳
も
活
性
化

————————ＳＴＥＰ１—————————

（１）両手同時に同じグーパーを５セット繰り返します。最初
は親指を手のひらの中に入れるグーで行います。

サ
ツ
マ
イ
モ
ớ
ス
イ
ồ
ト
ポ
テ
ト
Ờ
も

ジ
Ỿ
ガ
イ
モ
ớ
ポ
テ
ト
Ờ
も
救
荒
作
物
で

す
Ố
ど
ち
ら
も
原
産
地
は
中
南
米
で
ỏ
コ

ロ
ン
ブ
ス
の
新
大
陸
発
見
に
よ
り
欧
州
ỏ

ア
フ
リ
カ
ỏ
そ
し
て
ア
ジ
ア
に
伝
え
ら
れ

ま
し
た
Ố
サ
ツ
マ
イ
モ
は
根
が
肥
大
し
た

塊
根
ớ
か
い
こ
ん
Ờỏ
ジ
Ỿ
ガ
イ
モ
は
茎
が

肥
大
し
た
塊
茎
ớ
か
い
け
い
Ờ
で
す
Ố

野
菜
の
名
前
に
は
歴
史
や
逸
話
が
あ
ỳ

て
面
白
い
で
す
Ố
サ
ツ
マ
イ
モ
は
薩
摩
国

か
ら
江
戸
に
伝
わ
ỳ
た
か
ら
ủ
薩
摩
芋
ỨỐ

薩
摩
国
に
は
琉
球
か
ら
伝
わ
ỳ
た
か
ら

ủ
琉
球
芋
ỨỐ
琉
球
に
は
唐
か
ら
伝
わ
ỳ

た
か
ら
ủ
唐
芋
Ứớ
か
ら
い
も
ỜỐ
中
国
で

は
甘
い
薯
ớ
い
も
Ờ
だ
か
ら
ủ
甘
藷
Ứớ
か

ん
し
Ỷ
Ờ
で
す
Ố

沖
縄
県
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
ỏ
植
物
防
疫

法
に
よ
ỳ
て
ỏ
本
土
に
持
ち
込
む
こ
と
が

規
制
さ
れ
て
い
ま
す
Ố
本
土
に
は
生
息
し

て
い
な
い
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
の
ま
ん
延
を
防

止
す
る
た
め
で
す
Ố
沖
縄
県
は
ウ
リ
ミ
バ

エ
根
絶
で
開
発
さ
れ
た
技
術
を
基
に
防
除

事
業
を
行
ỳ
て
い
ま
す
Ố
近
い
将
来
ỏ
肉

色
が
赤
や
紫
の
ủ
紅
イ
モ
Ứ
が
本
土
で
も

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
Ố

収
穫
直
後
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
甘
く
あ
り

ま
せ
ん
Ố
で
ん
ぷ
ん
が
糖
化
す
る
の
に
２

Ỗ
３
週
間
か
か
り
ま
す
Ố
貯
蔵
期
間
が
長

く
な
る
と
甘
み
は
強
く
な
り
ま
す
が
ỏ
ホ

ク
ホ
ク
感
は
薄
れ
ま
す
Ố
貯
蔵
適
温
は
１３

度
で
ỏ
１０
度
以
下
の
低
温
に
長
く
置
く
と

中
が
黒
く
腐
敗
し
ま
す
Ố
一
般
家
庭
で
は

購
入
後
で
き
る
だ
け
早
く
使
い
切
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
Ố

サ
ツ
マ
イ
モ
は
あ
く
が
強
く
ỏ
切
り
口

が
空
気
に
触
れ
る
と
黒
く
変
色
し
ま
す
Ố

き
ん
と
ん
や
サ
ラ
ダ
な
ど
色
を
美
し
く
料

理
し
た
い
と
き
は
ỏ
皮
を
厚
め
に
む
き
ỏ

す
ぐ
水
に
漬
け
ま
す
Ố
漬
け
過
ぎ
る
と
水

溶
性
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
流
失
し
て
し
ま
う

の
で
短
時
間
に
し
ま
す
Ố

戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
ỏ
ア
ル
コ
ồ

ル
製
造
用
の
多
収
の
品
種
が
ỏ
ま
さ
に
救

荒
作
物
と
し
て
国
民
を
飢
餓
か
ら
救
い
ま

し
た
Ố
し
か
し
ỏ
ア
ル
コ
ồ
ル
製
造
用
の

品
種
は
粘
り
も
甘
さ
も
少
な
く
ỏ
サ
ツ
マ

イ
モ
を
見
る
の
も
嫌
だ
と
い
う
人
が
増
え

ま
し
た
Ố
今
は
ủ
安
納
芋
Ứ
や
ủ
べ
に
は

る
か
Ứ
な
ど
と
て
も
お
い
し
い
品
種
が
栽

培
さ
れ
ỏ
ケ
ồ
キ
や
ア
イ
ス
ク
リ
ồ
ム
に

も
な
ỳ
て
い
ま
す
Ố

野
菜
も
の
知
り
百
科

土
壌
医
●
藤
巻

久
志

サ
ツ
マ
イ
モ
ớ
ヒ
ル
ガ
オ
科
サ
ツ
マ
イ
モ
属
Ờ

（２）次に親指を外に出すグー
で、グーパーを５セット行い
ます。

（３）グーパー体操を繰り返します。このとき、１回目のグーは
右手の親指を外に出し、左手の親指を中に入れ、２回目は逆で
行います。これを５セット行います。

————————ＳＴＥＰ２—————————

ポイント

ゆっくりで構いま
せん。「グー、パー」
と声に出すと楽し
くできますよ。
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税
金
講
座

知
っ
て
納
得
！

グリーンひろば１０月号 １２

■
外
国
旅
行
が
し
た
い
Ố
後
期
高
齢
者
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
ỳ
て
か
ら
旅
行
が
で
き
て
い
な

い
Ố
も
う
一
度
モ
ン
ゴ
ル
に
行
き
ỏ
広
大
な
草

原
で
馬
に
乗
り
た
い
Ố

い
ỳ
ち
Ỵ
ん

■
本
場
で
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
ま
く
り
た

い
！

徳
島
で
祖
谷
そ
ば
ỏ
香
川
で
骨
付
鳥
ỏ

博
多
で
モ
ツ
鍋
ỏ
愛
知
で
ひ
つ
ま
ぶ
し
ỏ
長
野

で
信
州
そ
ば
ộ

コ
ロ
ナ
前
年
に
食
べ
た
物
を

ま
た
食
べ
に
い
き
た
い
Ố

Ｎ
・
Ｒ

■
私
ỏ
カ
ラ
オ
ケ
が
し
た
Ỗ
い
Ố
月
に
一
回
は

カ
ラ
オ
ケ
に
行
ỳ
て
い
た
の
に
ỏ
コ
ロ
ナ
以
来

行
ỳ
て
い
な
い
Ố
時
々
ỏ
ひ
と
り
大
声
で
犬
の

散
歩
の
途
中
ỏ
思
い
き
り
歌
ỳ
て
ま
す
ớ
田
舎

な
の
で
誰
も
い
ま
せ
ん
ỜỐ
同
行
し
て
い
る
マ

イ
ロ
君
が
ứ
ま
た
始
ま
ỳ
た
Ỗ
Ừ
と
い
う
顔
し

て
ま
す
Ố
笑

ヒ
メ
シ
Ỿ
ラ
・
小
町

■
ủ
私
ダ
イ
エ
ỽ
ト
し
た
い
Ứ
一
年
中
ἔ
食
欲

の
秋
ἕ
で
ỏ
い
つ
も
モ
リ
モ
リ
食
べ
て
い
ま
す
Ố

そ
の
せ
い
で
体
重
も
ど
ん
ど
ん
増
え
て
ộ

ダ

イ
エ
ỽ
ト
し
て
ス
ỽ
キ
リ
し
た
い
で
す
Ố
ス
リ

ム
に
な
ỳ
た
ら
動
き
や
す
い
と
思
い
ま
す
Ố
ガ

ン
バ
ロ
ồ
‼

Ｋ
・
Ｋ

■
よ
さ
こ
い
を
楽
し
み
た
い
で
す
Ố
よ
さ
こ
い

の
な
い
二
度
目
の
夏
と
な
り
ま
し
た
が
ỏ
今
年

は
雨
も
続
き
ỏ
梅
雨
に
戻
ỳ
た
か
の
よ
う
な

日
々
で
す
Ố
炎
天
下
に
響
く
鳴
子
の
音
ỏ
弾
け

る
踊
り
子
た
ち
の
笑
顔
ộ
Ố
よ
さ
こ
い
の
夏
が

恋
し
い
で
す
Ố

も
も

■
ủ
空
を
と
び
た
い
Ứ
若
い
こ
ろ
は
夢
の
中
で

し
Ỷ
ỳ
ち
ỵ
う
楽
し
め
た
の
に
ỏ
今
で
は
夢
の

中
で
も
実
現
し
ま
せ
ん
Ố
友
人
に
よ
れ
ば
ỏ
方

法
は
あ
ỳ
て
も
運
動
神
経
は
必
須
と
の
こ
と
Ố

ま
ず
は
体
力
づ
く
り
か
ら
か
な
？

い
つ
か
そ

ん
な
夢
叶
う
時
代
が
き
ま
す
Ố
生
き
の
び
ま

し
Ỷ
う
Ố

な
お
ち
Ỵ
ん

■
私
ỏ
女
子
会
が
し
た
い
Ố
新
型
コ
ロ
ナ
が
流

行
す
る
ま
で
ỏ
毎
月
会
ỳ
て
い
た
高
校
時
代
か

ら
の
５
人
組
で
ま
た
会
い
た
い
で
す
Ố
で
も
ỏ

い
つ
に
な
る
で
し
Ỷ
う
か
？双

子
の
マ
マ
ち
Ỵ
ん

■
体
調
を
良
く
す
る
た
め
ỏ
ド
ク
タ
ồ
に
お
酒

を
ひ
か
え
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
Ốủ
私
ỏ

思
い
ỳ
き
り
生
ビ
ồ
ル
を
飲
み
た
い
！
Ứ

あ
き
マ
マ

■
私
は
子
ど
も
の
頃
ỏ
ア
フ
リ
カ
に
行
き
た
い

と
思
ỳ
て
い
ま
し
た
Ố
た
だ
動
物
が
好
き
だ
か

ら
近
く
で
見
た
い
と
Ố
今
は
現
実
的
に
な
り
ỏ

遠
く
へ
は
行
け
な
い
な
ồ
と
思
い
ỏ
せ
め
て
国

内
の
動
物
園
を
回
ỳ
て
み
た
い
で
す
Ố
Ｍ
・
Ｙ

■ủ
家
の
中
の
大
掃
除
Ứ
家
で
過
ご
す
時
間
が

増
え
る
最
近
ỏ
本
や
服
ỏ
子
ど
も
の
お
も
ち
Ỵ

な
ど
た
く
さ
ん
の
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
ỏủ
一
日
を

使
ỳ
て
や
ỳ
て
み
た
い
Ứ
と
思
い
つ
つ
ỏ
日
々

の
小
掃
除
を
コ
ツ
コ
ツ
と
し
て
い
ま
す
ỐＥ

・
Ｍ

お便り
コーナー
お便り
コーナー

★今月のテーマ…

『私○○がしたい』

相
続
人
が
農
地
・
採
草
放
牧
地
・
準
農

地
ớ
農
地
等
Ờ
を
相
続
ま
た
は
遺
贈
に
よ

り
取
得
し
引
き
続
き
農
業
を
営
む
場
合
ỏ

一
定
の
要
件
の
下
ỏ
農
業
投
資
価
格
に
基

づ
き
計
算
し
た
相
続
税
を
納
税
し
ỏ
通
常

評
価
に
基
づ
き
計
算
し
た
相
続
税
と
の
差

額
に
つ
い
て
は
納
税
が
猶
予
さ
れ
ỏ
そ
の

相
続
人
が
亡
く
な
ỳ
た
日
な
ど
一
定
の
日

に
お
い
て
免
除
さ
れ
ま
す
Ố
農
業
投
資
価

格
は
通
常
評
価
に
比
べ
か
な
り
低
い
金
額

に
な
ỳ
て
い
る
た
め
ỏ
そ
の
農
地
等
に
係

る
相
続
税
の
大
部
分
の
納
税
が
猶
予
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
Ố
こ
れ
を
農
地
等
に

係
る
相
続
税
の
納
税
猶
予
と
い
い
ま
す
Ố

な
お
ỏ
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
が
行
わ

れ
た
後
に
お
い
て
は
ỏ
特
定
生
産
緑
地
の

指
定
を
受
け
な
か
ỳ
た
生
産
緑
地
に
つ
い

て
は
納
税
猶
予
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
ま

す
Ố
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
前
か
ら
納
税

猶
予
を
受
け
て
い
た
農
地
等
に
つ
い
て

は
ỏ
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
を
受
け
な

か
ỳ
た
と
し
て
も
た
だ
ち
に
納
税
猶
予
が

打
ち
切
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
ỏ
現
在
ỏ
納
税
猶
予
を
受
け
て
い
る
方

が
亡
く
な
ỳ
た
と
き
ỏ
次
の
納
税
猶
予
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
Ố

納
税
猶
予
を
受
け
て
い
る
農
地
等
を
売

却
も
し
く
は
他
の
用
途
に
転
用
等
し
た
場

合
は
ỏ
納
税
猶
予
が
打
ち
切
ら
れ
売
却
等

を
行
ỳ
た
日
か
ら
２
カ
月
以
内
に
猶
予
さ

れ
て
い
た
税
額
を
ỏ
当
初
の
納
期
限
か
ら

打
ち
切
り
に
よ
る
納
税
ま
で
の
期
間
に
係

る
利
子
税
と
共
に
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
Ố
こ
の
場
合
ỏ
売
却
等
を
行
ỳ
た
農
地

等
の
面
積
ớ
過
去
に
売
却
等
さ
れ
た
農
地

等
が
あ
る
と
き
は
そ
の
面
積
を
含
み
ま

す
Ờ
が
納
税
猶
予
対
象
農
地
等
全
体
の
２０

％
以
下
の
と
き
は
そ
の
農
地
等
に
対
応
す

る
猶
予
税
額
が
ỏ
２０
％
を
超
え
た
と
き
は

猶
予
税
額
の
全
部
が
打
ち
切
り
の
対
象
に

な
り
ま
す
Ố
た
だ
し
ỏ
収
用
等
に
伴
い
売

却
さ
れ
た
農
地
等
に
つ
い
て
は
２０
％
の
計

算
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
Ố

ま
た
ỏ
収
用
等
の
た
め
に
農
地
等
を
売

却
し
た
と
き
は
ỏ
特
例
に
よ
り
当
初
の
納

期
限
か
ら
打
ち
切
り
に
よ
る
納
税
ま
で
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期
間
に
係
る
利
子
税
の
全
額
が
免
除
さ
れ

ま
す
Ố

こ
の
利
子
税
免
除
の
特
例
は
２
０
２
１

年
３
月
３１
日
ま
で
の
措
置
で
し
た
が
ỏ
今

回
の
改
正
で
５
年
間
延
長
さ
れ
２
０
２
６

年
３
月
３１
日
ま
で
に
な
り
ま
す
Ố

農
地
等
に
係
る
相
続
税
の
納
税
猶
予
の
概
要
と
改
正

Ｊ
Ａ
全
中
・
Ｊ
Ａ
ま
ち
づ
く
り
情
報
セ
ン
タ
ồ

顧
問
税
理
士
●
柴
原

一

次
回
の
テ
ồ
マ
は
ộ

ứ
ド
キ
ỽ
と
し
た
瞬
間
Ừ

ủ
寝
過
ご
し
て
し
ま
ỳ
た
Ứủ
今
の
愚

痴
ỏ聞
か
れ
ち
Ỵ
ỳ
た
か
も
ộ
Ứủ
間
一
髪

セ
ồ
フ
！
Ứな
ど
ỏ思
わ
ず
ド
キ
ỽ
と
し
た

瞬
間
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ま
た
はứ
恋
人

と
の
甘
酸
ỳ
ぱ
い
思
い
出
Ừな
ん
て
い
う

ἔ
ド
キ
ド
キ
し
た
エ
ピ
ソ
ồ
ド
ἕも
大
歓

迎
で
す
Ốお
便
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
Ố



クロスワードパズル
C R O S S W O R D P U Z Z L E

パズルを完成させて
商品券をＧＥＴしよう！！
パズルを完成させて
商品券をＧＥＴしよう！！

グリーンひろば１０月号１３

【お客さまの個人情報について】 当組合の広報誌に関して、お客さまから個人情報をいただく場合
は、 ①広報誌への掲載・編集、それらに関する確認 ②投稿者・当選者、入選者、入賞者の発表 ③
プレゼントの発送 ④当組合の提供する商品・サービスに関する各種の情報のご提供等のためにのみ利用
させていただきます。これらの利用目的以外にお客さまの個人情報を無断で使用することはありません。
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タ テ の カ ギ 革

②押し入れの上に作られた物入れ
⑤青物――へ野菜を卸しに行った
⑦祝い事に付きものの魚
⑧とても小さな滴が降ってきます
⑩知識やひらめきを駆使して解き
ます

⑫感謝の――を込めて花束を贈っ
た

⑭つらいことが続くとこぼしたく
なることも

⑯船の積み荷を地上に移すこと
⑱能ある――は爪を隠す
⑳サツマイモには食物――が豊富
に含まれます

㉑陰暦１０月の異称

ヨ コ の カ ギ 閣

①野山の散策を楽しむレジャー
②鶏肉の部位の一つ。羽の一部で
す

③イノシシを家畜化したもの
④沖縄にいる飛べない鳥、ヤンバ
ル――

⑥南米にある南北に細長い国
⑨定規に刻まれているもの
⑪アイボリーとも呼ばれる淡い黄
白色

⑬スマートフォンにはさまざまな
データが――されていきます

⑮軽くて硬い金属。元素記号はＴ
ｉ

⑰ギョーザや中華まんの中身をこ
う呼ぶことも

⑲漢字から作られました

締切
10/31
（当日消印有効）

Ａ
か
ら
Ｆ
を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は

何
で
し
Ỷ
う
か
？

８月号の答え

「リツシユウ」
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

… ……………………………………………

住所（〒 ）

氏名

電話番号

職業年齢

今月号で良かった記事

お便りのテーマ「ドキッとした瞬間」その他ご意見など

匿名希望の方はペンネームを（ ）

キリトキリトリリ

正解者の中から抽選で５名の方に
「農協全国商品券（２，０００円分）」をプレゼント
いたします。

とさのさと、ギフトガーデンルピナス（他で使えます。 ）
※プレゼント当選者の発表は、商品の発送を
もってかえさせていただきます。



JA INFORMATION

グリーンひろば１０月号 １４

7 8 1 8 5 5 163円切手
をお貼り
ください

理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ理事会だよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり ８月３０日開催定例理事会

報告事項
●令和３年７月末事業進捗状況
●令和３年度 第１－四半期 事業実績並びに今後
の取り組み

●令和３年度 第１－四半期 仮決算損益報告
●損害賠償請求訴訟控訴審に対する代理人弁護士の
選任

●令和３年度 監事監査計画
●ＪＡバンク基本方針に基づく「体制整備モニタリ
ング報告」

●「コンプライアンス・マニュアル」の一部改訂
●中央支所新築工事の完了報告
●余裕金運用に関するリスク情報
●金融円滑化措置の実施状況
●理事との利益相反取引
●ＪＡ高知市令和３年度県域企画応援事業 実施計画

議 事
第１号議案 出資の減口
第２号議案 支所運営委員の交代に伴う後任委員の

委嘱
第３号議案 永年勤続職員に対する表彰

※慎重な審議の結果、全議案が可決しました。
１０月号 クロスワードパズルの答え

J
A
高
知
市

総
務
課
広
報
係

キリトキリトリリ

〜予 定 表 〜
１１月１０月

（月）１日（土）１６日

（火）２日（日）１７日

文化の日（水）３日（月）１８日

本所運営委員会（木）４日（火）１９日

花の作品展示（オーテピア）11/11まで（金）５日（水）２０日

（土）６日（木）２１日

（日）７日花の作品展示（オーテピア）10/28まで（金）２２日

（月）８日（土）２３日

（火）９日（日）２４日

（水）１０日（月）２５日

（木）１１日フラワーアレンジメント教室参加者募集（P５参照）（火）２６日

花の作品展示（オーテピア）11/18まで（金）１２日（水）２７日

高知県園芸品販売拡大推進大会理事会（木）２８日

（土）１３日花の作品展示（オーテピア）11/4まで（金）２９日

（日）１４日フラワーアレンジメント教室（予約者対象）
（月）１５日フラワーアレンジメント教室（予約者対象）（土）３０日

（火）１６日（日）３１日
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グリーンひろば１０月号１５

ご存じですか？
令和３年１０月２日から

高知県の最低賃金が改定されます

高知県 最低賃金

時 給 ８２０円

すでに人を雇って農作業に当たってもらっている方々は

もちろんのこと、収穫期など繁忙期を前に、これから誰か

を雇おうとされている方々も、ご確認のほどよろしくお願

いいたします。詳しいお問い合わせは、高知労働局（０８８−

８８５−６０２４）までお問い合わせください。

また、ＪＡ高知市無料職業紹介所では現在、農作業ヘル

パー・アルバイトとして登録していただける方を募集して

おります。農業で働くことにご興味のある方はぜひお問い

合わせください。また、お近くに農業でのお仕事を探されて

いる方がいらっしゃいましたら、ぜひご紹介ください。

さらに、収穫期などの農繁期や一時的な日雇い作業な

ど、農家の方々が働き手を必要とされる時にもぜひお気軽

にご相談ください。

ＪＡ高知市無料職業紹介所（担当：中島）

電 話：０８８−８８３−６５７９

ＦＡＸ：０８８−８６１−１４４６

最低賃金が改定されま最低賃金が改定されますす

毎年、各支所で行われている「農協祭」に

つきまして、新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため、本年度も中止とさせていただき

ます。

また１０月に開催しておりました「ふれあい

加工教室」（みそづくり）も、同上の理由で

中止といたします。楽しみにお待ちいただい

ていたお客様には大変申し訳ございません

が、ご理解賜りますようお願いいたします。

「農協祭」「ふれあい加工教室「農協祭」「ふれあい加工教室」」
中止のお知ら中止のお知らせせ

詳しくはこちら！

組合員の皆様へ

肥料価格改定（値上げ）のお知らせ

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
日頃は、当組合の生産資材事業につきまして、格別のご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
さて、肥料価格につきましては６月にも価格改定を行いましたが、引き続き肥料原料及び輸送費の

高騰等を背景とした価格改定（値上げ）が見込まれているとの連絡を受けました。このことに基づい
て、当組合としても令和３年１１月中旬頃を目途に約５％～１０％の値上げ価格改定をせざるを得ない状

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

況になることが想定されます。つきましては、皆様におかれましても必要とされる肥料につきまして
は、お早めにご購入について検討くださいますようお願い申し上げます。

なお、商品によってはご希望の数量に対応できない場合がございますので、予めご了承のほどよろ
しくお願いします。

本件に関するお問い合わせ

グリーンファーム高須店 ℡ 0120−086−802

グリーンファーム横内店 ℡ 0120−481−268
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メ ー ル：kouhou@kochishi.ja-kochi.or.jp

KAはKochi-shi Agricultural
Cooperatives

《KAf》 はForwards'KAを表し
２１世紀を前進する高知市農協
のシンボルマークです。

人が亡くなると「相続」が始まります。相続が始まると、その人の持っている財
産を引き継ぐことになります。財産を引き継ぐ人は誰でも良いわけでなく、亡くな
られた方と一定の身分にある人だけです。これは民法によって決められており、
「法定相続人」と言います。法定相続人以外の人に財産を渡したい場合は「遺言書」
を用意することになります。（遺言書については次回に！）まず、あなたにもしもの
ことがあったとき、相続人が誰になるのか整理しておきましょう。
●法定相続人●
相続が始まると、まず相続人を確定するために、その人の生まれてからの戸籍を集めることから始まります。

配偶者は別格で常に相続人となり、①子ども⇒②親⇒③兄弟姉妹の順に相続順位が決まっています。まず、自分
を中心に相続人となる人を整理してみましょう。高齢化に伴い、相続人となるはずの子世代が、親よりも先に亡
くなるケースも見られるようになりました。
●あなたの人生に関わる登場人物●
では次に、法定相続人とは別に、あなたにとって心に浮かぶ広い意味での大切な人を書き出してみましょう。
これまで歩んできたあなたの人生を支えてくれたのは、肉親ではない方もたくさんいらっしゃったことでしょ
う。また、人生の中で、生涯結婚や出産を選ばない人もいます。財産を相続する人がいないとき、その財産は最
終的に国のものになってしまいます。人間関係を把握することで、自分の財産を譲りたい人が見えてくるかもし
れません。友人やペットも書いておきましょう。

相続人の確認＝法律上の相続人は？（法定相続人）
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

私にもしものことがあった時、誰が相続人になりますか？

配偶者は別格で常に相続人となる
①第一順位（子）
②第二順位（親）
③第三順位（兄弟姉妹）

来月は相続の続き「財産」・「遺言書」についてです。
「エンディングノート」・「終活」・「ご葬儀」に関するお問い合わせ ＪＡ葬祭ルミエールこうち（088）-885-5900

ＪＡ葬祭ルミエールこうち「紙上終活セミナー」⑦
～相続について「あなたの相続人は誰？」～

ここまで

配
偶
者

甥
・
姪

子

私

親

祖
母･

祖
父

配
偶
者

孫

③ 兄妹･姉妹

② 直系尊属
（代襲相続）

① 直系卑属
（代襲相続）
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